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２
０
２
４
年
10
月
の
生
物
多
様
性
条
約
第
16
回
締

約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ＊

16
）は
、
当
初
ト
ル
コ
で
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
２
０
２
３
年
２
月

に
発
生
し
た
ト
ル
コ
南
東
部
を
震
源
と
す
る
３
回
の

大
地
震
は
、
死
者
約
５
万
人
、
負
傷
者
10
万
人
以
上
、

被
害
総
額
約
１
０
０
０
億
ド
ル
と
い
う
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
、
ト
ル
コ
政
府
は
、
復
旧
・
復
興
に
専

念
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
ホ
ス
ト
国
を
辞
退
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
の
ホ
ス

ト
国
を
引
き
受
け
る
意
向
を
示
し
、
２
０
２
４
年
10

月
21
日
～
11
月
１
日
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
第
三
の
都
市

カ
リ
で
当
初
の
予
定
通
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
公
表

さ
れ
た
。
私
は
、
１
９
９
１
年
８
月
に
国
際
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
会
議
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、

カ
リ
を
経
由
し
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域

を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ

全
で
最
低
限
達
成
す
べ
き
目
標
で
あ
る
と
の
見
解
は
、

多
く
の
学
術
論
文
で
裏
付
け
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
一
方
で
、
多
く
の
項
目
が
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
愛
知

目
標＊

で
は
、陸
域
の
17
％
、海
域
の
10
％
を
保
護
地
域
等

に
よ
り
保
全
す
る
と
い
う
目
標
が
多
く
の
国
で
達
成
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
30
by
30
と
い
う
新
た
な

目
標
の
実
現
可
能
性
に
も
疑
問
符
が
つ
い
て
い
る
。

こ
こ
で
、
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｍ＊

で
あ
る
。
陸
域
と
海
域
の
保
全
を
進
め
る
に
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
の
認
定
が
非
常
に
重
要
に
な
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

16
に
お
い
て
も
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
の
概
念
は
、
従
来
の

自
然
保
護
の
概
念
を
補
完
し
、
生
物
多
様
性
保
全
を

促
進
す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１６
で
の
議
論
の
焦
点

Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
採
択
さ
れ
た
Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
、
政
治
主
導

の
閣
僚
級
折
衝
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
採
択
で
あ
っ
た

た
め
、
詳
細
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ

の
実
施
に
向
け
て
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
詳
細
を
詰
め
る
作
業
が

残
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
進
捗
を
客
観
的
に
把
握

す
る
た
め
の
指
標
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
指
標

に
関
し
て
専
門
的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
専
門
家
会

議
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
客
観
的
な
指
標

に
よ
る
進
捗
状
況
の
評
価
は
、
パ
リ
協
定
に
お
け
る

１
・
５
℃
目
標
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
各
国
の

Ｎ
Ｄ
Ｃ（
国
が
決
定
す
る
貢
献
）に
対
す
る
野
心
度
向

上
へ
の
要
請
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
近
年
急
激
に
進
ん
で
い
る

気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
の
相
互
関
係
の
理
解
を
踏

ま
え
た
施
策
の
展
開
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

学
術
界
で
も
、
こ
れ
ま
で
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）の
議
論
と
生
物
多
様
性
及
び

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
政
府
間
科
学
─
政
策
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ＊

）の
議
論
が
個
別
に

進
ん
で
き
た
が
、
２
０
２
１
年
に
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
－
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、

気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
は
相
互
に
密
接
に
関
係
す

る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
解
決
策
に
お
い
て
シ
ナ
ジ
ー

を
最
大
化
し
、
ト
レ
ー
ド
オ
フ
を
最
小
化
す
る
施
策

の
展
開
を
求
め
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
科
学
─
政
策
─
社
会
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
る

よ
う
な
具
体
的
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
実
施
に
向
け
た
能
力
開
発
の
動
き
も
活

発
で
あ
る
。
特
に
、
世
界
各
国
・
地
域
で
策
定
が
進

ん
で
い
る
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
お
よ
び
行
動
計
画

（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ｐ
ｓ
）の
策
定
・
改
定
に
際
し
て
、
い
か
に

新
し
い
Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
基
本
戦
略
を
組
み
込
ん
で
い
く
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
生
物
多
様
性
保

全
の
た
め
の
資
金
調
達
や
能
力
開
発
に
関
し
て
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
開
発
途
上
国
に
対
し
て
は
、

国
連
・
国
際
機
関
や
先
進
国
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
に
よ
る

実
施
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ま

で
、
生
物
多
様
性
日
本
基
金
等
を
通
じ
て
貢
献
し
て

き
て
い
る
が
、
今
後
の
さ
ら
な
る
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

日
本
の
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
の
見
直
し

と
国
際
社
会
へ
の
貢
献

Ｇ
Ｂ
Ｆ
の
採
択
を
受
け
て
、
日
本
で
も
中
央
環
境

審
議
会
自
然
環
境
部
会
で
生
物
多
様
性
国
家
戦
略＊

の

改
定
が
議
論
さ
れ
、
第
６
次
戦
略
と
な
る
「
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
２
０
２
３
－
２
０
３
０
」
が
２
０
２

３
年
３
月
31
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
同
戦
略
は
、

新
し
い
Ｇ
Ｂ
Ｆ
に
対
応
し
た
戦
略
で
あ
る
こ
と
や
、

２
０
３
０
年
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
目
指
し
、

生
物
多
様
性
・
自
然
資
本
を
守
り
、
活
用
す
る
た
め

の
戦
略
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
同
戦
略
で
は
、
従
来
の
保
護
区
域
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｍ
を
統
合
さ
せ
た
自
然
共
生
エ
リ
ア
の
概
念
を
提
唱

し
て
お
り
、
自
然
共
生
サ
イ
ト
を
認
定
す
る
仕
組
み

の
構
築
や
認
定
作
業
と
と
も
に
、
そ
の
法
制
度
化（
注
）を

進
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
民
間
企
業
等
に
よ
る
自
然
保
全
活
動
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
保
護
地
域
と
の
重
複
を
避
け

つ
つ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｍ
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
登
録
を

進
め
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
２
１
年
か
ら
は
、
経
済
界
や
自
治
体

を
含
む
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
成
る
「
２

０
３
０
生
物
多
様
性
枠
組
実
現
日
本
会
議（
Ｊ
－
Ｇ

Ｂ
Ｆ＊

）」
が
設
立
さ
れ
、
私
も
会
長
代
理
を
務
め
て

い
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
は
、
日
本
か
ら
の
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
積
極
的
な
参
画
が
見
ら
れ
た
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
で
も
、
こ
う
し
た
経
済
界
を
は
じ
め
と
す

る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
さ
ら
な
る
参
画
と
、

生
物
多
様
性
保
全
施
策
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

＊
は
本
誌
11
ペ
ー
ジ
「
頻
出
用
語
一
覧
」
を
参
照

り
な
が
ら
、
一
方
で
そ
の
改
変
が
進
む
コ
ロ
ン
ビ
ア

で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
が
開
催
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
へ
の
道
筋

さ
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
採
択
さ
れ
た
昆
明
・
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組（
Ｇ
Ｂ
Ｆ＊

）に
は
、
２
０

３
０
年
ま
で
に
自
然
の
劣
化
傾
向
を
反
転
さ
せ
、
自

然
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
考
え
方
が
２
０
３
０
年
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
４
月

に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
気
候
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
大
臣
会
合
で
は
、
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
、
循
環
経
済
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済
の
統
合
的
な
実
現
に

向
け
た
Ｇ
Ｘ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

気
候
変
動
分
野
に
お
け
る
国
際
目
標
で
は
２
０
５

０
年
ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
と
い
う
負
の

解
消
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
生
物
多
様

性
分
野
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
へ
の
反
転
と
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
自
然
と

共
生
す
る
世
界
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
国
際
的
な

共
通
目
標
に
な
っ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な
出
来
事
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
気
候
変
動
に
比
べ
て
生
物
多
様
性

に
は
大
き
な
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
人
々
も
、
こ
の

分
野
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

経
済
界
で
は
、
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ＊

）と
並
ん
で
自
然
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ＊

）へ
の
関
心
が
急

速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
活
動
が
も
た
ら
す
生

物
多
様
性
へ
の
影
響
評
価
と
そ
の
情
報
開
示
に
向
け

た
積
極
的
な
取
り
組
み
が
国
内
外
で
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
意
義
深
い
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
並
ん
で
、
30
by
30
も
＊

国

際
社
会
で
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
陸
域
と
海
域

の
30
％
以
上
を
保
全
す
る
こ
と
が
生
物
多
様
性
の
保

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）理
事
長

武たけう
ち内
和かずひ

こ彦

Ｃ
Ｏ
Ｐ
１６
に
向
け
た
生
物
多
様
性
を
め
ぐ
る

国
内
外
の
動
向

（注）自然共生サイトの法制化については、本誌38ページを参照
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